
減災に向けた
施設内教育・訓練セミナー

第15回

■参加のおすすめ
災害発生時に最も機能しなければならないのは被災地域内の医療施設であり，医療従事者が落ち着いて冷静に状

況を判断し，速やかに行動しなければならないことは言うまでもありません。厚生労働省は防災への備えとして，
災害時に24時間体制で傷病者を受け入れる ｢災害拠点病院｣ に対し，災害発生後に想定されるあらゆる事態に対し
て速やかに機能を回復し，医療を継続するために事前に計画を立てておくという業務継続計画 策定を義務化( )BCP
しました。
2011年 平成23年 3 月に発生した東日本大震災以降，努力目標とされ，さらに2016年 平成28年 4 月に熊本地震( ) ( )

が発生したことから，事前に備えることが強化されたことで，災害拠点病院や基幹災害拠点病院の各病院では対応
を迫られ，事前に備える業務継続計画が徐々に広がりつつあるのではないかと思われます。しかしながら，現実に
はまだ一部の病院・施設に留まっているように思われます。また，まだ着手できていない医療施設や多くの医療施
設における訓練は，ハード面の訓練内容が検討され実施されているように思われます。
私はこれまで多くの災害現場に向かい，その後の病院での訓練にも参加してきました。その体験から， にはBCP

ハード面ならずソフト面 ①マネジメントできる人材の育成，②こころのケアの対応 についても盛り込むことを推( )
奨したいと思っています。
そこで今回は， についてハード面だけでなくソフト面も含めた事前計画について皆様と共に学びたいと思い，BCP

防衛医科大学校の秋冨慎司先生，坂総合病院の郷古親夫先生に講師をお願いいたしました。習得した知識や技術は，
いざというときに多くの人の命を救うことに必ず役立ちます。
本セミナーで皆様にお会いできますことを楽しみに，ご参加をお待ちいたしております。

( )プランナー／山﨑達枝 東京医科大学医学部看護学科兼任准教授，山﨑絆塾代表

10:00～10:05 開講式

国際基準から考察する病院 マニュアルの盲点10:05～12:30 BCP
自院の病院マニュアルを使用しての演習も予定していますので，希望される方は，セミナーお申し込みの＊
際にその旨をお知らせください。なお，ご採用の有無につきましては後日ご連絡申しあげます。

氏 防衛医科大学校救急部准教授●秋冨 慎司 /

12:30～13:30 昼 食

大規模災害に対する備え13:30～14:30 講 義：

グループワーク： 災害対策本部の任務14:40～16:30 災害時に病院としてなすべきことを考える ―
氏 宮城厚生協会 坂総合病院救急部長●郷古 親夫 /

16:30～16:40 アンケート記載・閉講式

東日本大震災時には岩手県災害対策本部医療班長として前面に立ち活躍。現在も防災・減災に向けて活躍中。＊講師紹介 秋冨 慎司 氏：
東日本大震災以前から他職種との連携のもと，病院をあげて職種横断的な訓練を実施している。郷古 親夫 氏：
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会場ご案内

お申込要領

東日本銀行 飯田橋支店●

普通預金 口座No.483652 株式会社 晴れ書房

ゆうちょ銀行 〇一八 ゼロイチハチ 店● ( )

普通預金 口座No.9275114 株式会社 晴れ書房

( )株式会社 ハレショボウ晴れ書房
03-6256-8895 FAX 03-3222-1577

〒102-0072

東京都千代田区飯田橋1 7 10山京ビル本館10F- -

取引
銀行

申込先

●勤務先名

●勤務先住所

〒

受付No. 参加者氏名 所属・役職 職 種

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

1．看護職 2．その他 ( )

●参加人数 名 ●支払額 円 ●支払方法 1．現金送金 2．銀行振込 ( 銀行 支店へ)

該当項目に○印をつけ，ご利用の銀行名をご記入ください。

11月 セミナー
申込書

※個人情報は，小社からのお知らせ・連絡事項の目的以外には使用いたしません。

( )※次回案内状，希望送付先 すでに希望送付先へ案内状が送付されてくる方は不要です

〒

上記の通り
申込みます

今回より，お申し込み・お問い合わせは，株式会社 晴れ書房宛にお願いいたします。＊

(消費税，資料代，昼食代を含みます)1 名 11,000円
84名定員

申込書にご記入のうえ，参加費を添えてお申し込みくださ

い。折り返し受講証をお送りいたします。

参加費は現金送付または銀行振り込みをご利用ください。

お申込は電話でも受け付けますが，その際も必ず申込書をご郵※

送または にてお送りください。FAX
ご都合でセミナー参加をお取り消しになる場合は必ず10月31日※

火 までにご連絡ください。それ以後のお取り消しはいたしか( )

ねますので，その場合は代理の方がご出席くださいますようお
願いいたします。

参加費

申込
方法

飯田橋レインボービル東京：

１階 Ｃ＋Ｄ 会議室
〒162-0826 東京都新宿区市谷船河原町11

( ) ( ) 03 3260-4791 代

● ： 中央・総武線JR

飯田橋駅 西口より徒歩5分

●東京メトロ：東西線・有楽町線・南北線

飯田橋駅 神楽坂下B3出口より徒歩5分

●都営地下鉄：大江戸線

飯田橋駅 神楽坂下B3出口より徒歩5分

会場

交通


